
第18回運営評議会

・医科学研究用霊長類リソースの生産、供給、開発

・霊長類を用いた医科学研究

・共同利用施設の運営

霊長類医科学研究センター・保富康宏
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高品質医科学研究用霊長類 霊長類を用いた医科学研究

多目的/高品質サルの供給
・SPF以上にクリーンかつ年齢、
履歴、家系、検査値などの個体
情報が明らかなサルの供給
・妊娠ザル、胎児、高齢ザルなど
特殊なサルの供給

技術と情報の提供
・繁殖育成技術
・高品質化技術
・個体情報データベース

繁殖育成コロニー

自然発症疾患モデル開発
・網膜黄斑変性症、高脂血症などの
家族性（遺伝性）疾患モデル
・アルツハイマー病、子宮内膜症、
心疾患、などの疾患モデル

実験誘発疾患モデル開発
・感染症、循環器疾患等

基盤技術開発
・幹細胞研究、生殖工学技術等

動物福祉への配慮

霊長類医科学研究センターのミッション

我が国唯一の医学実験用霊長類センターとして霊長類を用いた個体レベルから遺伝子レ
ベルまでの医科学研究を推進し、さらに霊長類研究リソースを総合的に整備・維持・供給
するシステムを構築することにより、創薬・医科学研究に貢献する。
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高品質の医科学研究用霊長類の
繁殖、育成、品質管理、供給

多目的/高品質サルの供給

カニクイザルの繁殖・育成と高品質化
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高品質カニクイザルの生産

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度
852頭 939頭 1013頭 1109頭 1205頭 1271頭 1339頭

SPF個体数の推移

SPF産仔
離乳した仔ザル193頭中192頭がSPF

であった。この192頭中135頭がSPF

両親からの出生であり、残り57頭は

SRV抗体のみ陽性母ザルからの出生

であった。

・繁殖棟内のSPFサルの割合は、19年度で14.0％であったが、
令和2年度末時点には84.0％に達した。

SPF個体数およびその割合の推移
頭数 %
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区分 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度

生産頭数 180 210 219 214 210 222

供給頭数

正常ザル 195 189 187 143 196 163

特殊ザル* 3 8 24 15 4 10

計 198 197 211 158 200 173

各年度別のカニクイザル生産頭数およびサル類供給頭数

* 特殊ザル：妊娠個体、胎児、高齢、新生児、黄斑変性、心疾患、糖尿病など
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令和２年度*における実験用サル類管理頭数

飼育施設 区分 カニクイザル ミドリザル アカゲザル タマリン マーモセット 計

第一棟 繁殖・育成 537

繁殖・育成

1625

第二棟 繁殖・育成 369

第七棟 繁殖・育成 642

第三棟

育成 64 3 9 1

一般実験 51

研究

290

高度感染症実験
施設(P2)

感染実験 65 12 9

高度感染症実験
施設(P3)

感染実験 42 10

医科学実験施設 一般実験 101

計 1871 3 31 1 9 1915

*2月末時点
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疾患モデル開発
疾患の病態解析
基盤技術開発

霊長類を用いた医科学研究による
疾患モデル開発・整備 、基盤技術開発、

病態解析

霊長類を用いた医科学研究
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Highly susceptible SARS-CoV-2 model in hACE2 Tg mice

Asaka MN et al., JCI Insight 2021

COVID-19評価系の樹立（1）
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Establishment of COVID-19 cynomolgus macaque model 
reflecting human COVID-19 pathological conditions

RT-PCR for sub-genome

Urano E et al., Proc Natl Acad Sci USA 2021

COVID-19評価系の樹立（2）
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HTLV-1垂直感染カニクイザルモデルの検討
ヒトT細胞白血病ウイルス(HTLV-1)感染は母乳を介した母子感染によって伝播し、ATLは主に乳児期に垂直感染した
キャリアより発症する。そこで、確立したHTLV-1感染カニクイザルモデル（投稿中）を用いて垂直感染サルモデルの
検討を行った。

HTLV-1感染カニクイザル（メス）への人工授精により、妊娠・出産に成功

移行抗体の推移

移行抗体陰性新生時カニクイザルのHTLV-1感染母ザルによる母乳育児

0w 2w

人工授精

HTLV-1持続感染
カニクイザル（メス）

HTLV-1持続感染母ザル
X

HTLV-1持続感染ザル
より生まれた仔

HTLV-1持続感染母ザル
X

HTLV-1非感染ザル
より生まれた仔

移行抗体がない状態で母乳感染が成立するか？
仔ザルの離乳のタイミングでHTLV-1非感染ザルより帝王切開にて生まれた新生
児ザルと入れ替え、HTLV-1感染母ザルによる母乳保育を開始
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アジュバント抗原組み込み弱毒エイズウイルスの霊長類を用いた評価
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研究目的
・Ag85B発現弱毒エイズウイルス(SHIV-Ag85B)を構築し、強毒株SHIV89.6Pに対する防御効果を検討した

Ag85B発現弱毒エイズウイルス作製(SHIV-Ag85B)
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Weeks post challenge infection

SHIV-Ag85B接種サルにおける強毒株SHIV89.6P攻撃接種試験

Weeks after blood transfusion

Naïveサルを用いた細胞移入試験
レシピエント(ドナー;SHIV-Ag85B接種サル)

6頭中4頭強毒SHIV        
ウイルス不検出
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SHIV-Ag85B接種サルにおける
CD8+細胞喪失後の強毒株SHIVウイルス量

Weeks post challenge infection

6頭中4頭強毒SHIV        
ウイルス不検出
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抗酸菌分泌抗原；Antigen85B (Ag85B)

- 抗酸菌が分泌する主要な蛋白（325aa)
- 結核菌に対し、ワクチン効果(Vaccine 2014)
- マウス喘息モデルに対する治療効果. (PLos One 2014)
- HIVDNAワクチンのTh1指向性アジュバント効果(J.Immunol. 2005)
- アトピー性皮膚炎の治療効果. (Arch. Dermatol. Res.2008)

アジュバント発現
弱毒ウイルス作製

SHIV-Ag85B免疫は強毒株SHIVを排除する（Okamura T et al.,npj Vaccines ）

SHIV-Ag85B接種
サル6頭中4頭で、
強毒株SHIVのウイル
ス量を完全に抑える。
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強毒株SHIVを制御した6頭における攻撃接種後の細胞性免疫（マルチサイトカイン産生細胞）の解析

攻撃接種前 攻撃接種後2週

強力な細胞性免疫誘導

ウイルス不検出 ウイルス検出 ウイルス不検出 ウイルス検出SHIV89.6P
challenge

Infection; 0 w 1w 2w Ch 1w Ch 2w

SHIV-Ag85B×7 monkeys
SHIV-NI×5 monkeys
Control×5  monkeys

強毒株SHIV89.6P
攻撃接種 CD8+細胞喪失試験

CD8抗体投与

細胞移入試験

Naïve 
monkeys

実験スケジュール

Ch 252w
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BCGおよび結核感染サルの血漿を用いたメタボローム解析
カニクイザル血漿を用いたメタボローム解析の概要

メタボロームによる主成分分析
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結核感染カニクイザルモデルを用いた新規組換えBCGワクチン
（rBCG-SOCS1DN)の検証

①ワクチン投与経路

肺内結核菌数

2020年度はワクチンの投与経路
を皮内投与（i.d.）から静脈投与
（i.v.）へ変更し、結核感染防御
効果を検証した。

②免疫持続期間

③サル免疫不全ウイルス感染下におけるワクチンの効果

BCG (i.d. 皮内注射)

BCG Tokyo(n=2)
rBCG-SOCS1DN (n=2)
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生後1歳前後のカニクイザルへBCGワクチンを皮内投
与し、免疫持続期間の検証を行っている。

サル免疫不全ウイルス（SIV）感染サルを準備している。既存
BCGワクチンの投与が禁忌であるHIV陽性患者等へも投与でき
る、より安全性の高いワクチン開発を目標としている。

12～20週間 19週間 13週間 3週間

SIV投与 BCG投与 結核菌感染

解剖
臓器内菌数
計測

採材

・特許：欧州特許番号2757155、国内特許番号5994127 Infect Immunol 2018, J Immunol 2019
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臨床研究・治験推進研究事業アジア地域における臨床研究・治験ネットワークの構築事業
「感染症分野における日本とアジア諸国の国際研究開発協力を促進する臨床研究・治験プラットフォーム形成と実証事業」

結核対策のためのアジア臨床試験センター
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共通ログイン機能（認証・認可）

共通被験者管理機能

結 核
臨床試験

他疾患（コロ
ナ等）

簡易電子
カルテ

サプリ トクホ

データレイク（構造化・非構造化データ）
RWD

BD解析・匿名化・AI

API連携
HL7 FHIR

病院・クリニック・歯科
調剤薬局・介護施設・在宅支援

電子カルテ直接登録スマホ等による
服薬記録、日常情報

被験者

プロトコール情報や
利用地域の言語データを
登録することにより
プロトコール毎の

画面や入力チェック等を生成

医薬品の物流管
理

配送・回収

副作用情報管理

コンタクト
センター

汎用RWDプラットフォーム（黄色の箇所：令和2年度開発部分）

電子カルテへの組み込み

医療系（大学・保健省） 健康系（民間企業）

結核に対する臨床試験基盤のレジストリーの構築
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医薬基盤研究所研究員以外のセンターの利用

共同利用施設運営
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霊長類医科学研究センター 共同利用施設 運営

2020年度 共同利用施設利用申請数 継続・変更申請数 新規申請数 計

医科学実験施設： 6 13 19
感染症実験施設： 5 3 8

(BSL2)： （2） （2）
(BSL3)： （3） （1）
計： 11 16 27

2020年度 共同利用施設利用採択数 継続・変更採択数 新規採択数 計
医科学実験施設： 5 9 14
感染症実験施設： 5 3 8

(BSL2)： （2） （2）
(BSL3)： （3） （1）
計： 10 12 22

採択率 継続・変更申請 新規申請 計
医科学実験施設: 83.3% 69.2% 73.7%
感染症実験施設: 100% 100% 100%

計: 90.9% 75% 81.5% 17/18



令和2年度*サル類実験施設における所外研究者研究課題数およびサル類使用頭数の実績

提供先
カニクイザル その他のサル類 計

研究課題数 頭数 研究課題数 頭数 研究課題数 頭数

医科学実験施設 10 92 10 92

民間企業等との共同研究 2 43 2 43

所外研究者 8 49 8 49

高度感染症実験施
設（P2）

1 27 2 12 3 39

民間企業等との共同研究 1 27 1 27

所外研究者 2 12 2 12

高度感染症実験施
設（P3）

2 15 2 19 4 34

民間企業等との共同研究

所外研究者 2 15 2 19 4 34

計 13 134 4 31 17 165
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